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1．研究の背景

　戦後 の 多 目的ホ ー
ル 建設 、80 年代後半以降の 専用 ホー

ル 建設 と、こ れまで 多くの 劇場 が計画 され てきた 。 そ し

て、近年上演に至 るま で の 創造活動や 、 創造活動 を通 じ

た地域との 関わ りを重視するパ ブ リ ッ ク シ ア ター り が注

目されて い る 。 様 々 な劇場計画に伴い 、 利用者の 過ご し

方も多様に な っ てお り、多様な過 ごし方 に対応可能 な劇

場環境及び劇場周辺環境が求め られて い る。特に 、公演

時以外もロ ビーやホ ワ イ エ 、練習室 まわり等の コ モ ン ス

ペ ース は 有効活用が求め られて お り、市民の 文化活動 の

場 として、計画段階や管理運営上留意すべ き空間で ある。

2． 研究の 目的

　劇場の コ モ ン ス ペ ース の 日常的な利用 に注 目 した既存

研 究 で は 、 以下 の もの があげられ る。 小川 、 勝俣による

「劇 場 ・ホ
ー

ル の ロ ビー ・ホ ワ イ エ にお ける公演時以外

の 利用に関す る調査研 究」で は 、全国の 客席数 1200席程

度の 劇場を対象に ロ ビー ・ホ ワ イ エ の 公演時以外の 利用

実態を明らかに して い る 。 篠木、浦部に よる劇場 ・ホー

ル の利用者空 間に 関する
一

連の 研 究 で は 、
一

般開放性 を

重視 し た施設を対象に 、寄 り付き易さに焦点をあて 利用

実態と施設印象に っ い て明 らか に し て い る。

　そ こ で本研 究 で は 、調 査対象を 1施設 に 限定 し、劇場

の コ モ ン ス ペ ース
S ，に お ける利用者の 多様な過ご し方 を

確認 する 。 滞在行動に着 目 し、行 動 と施設の 空間構 成 と

の 関係 につ い て考察する 。 以 上 を通 し て 、利 用者 の 求め

る劇場環境に対す る計画指針を得 る こ とを目的とする 。

3． 研究方法

3−1。調 査対象

　物的要素 の 充実 した コ モ ン ス ペ ー
ス が あ り、市民 の 文

化活動 が 日常的に 活発 に行わ れ て い る 劇場の 事例 と して 、

北上 市文化交流セ ン タ
ーさくらホ ール を対象 とする 。

3−2．調査対象施設の概要

　ア ー
トフ ァ ク トリー

と呼 ばれ る練習室群が 中央に あ り、

それ らを囲む よ うに大 ホ
ール （固定席 1310）中ホ

ール （固

定席 450）・
小 ホ ール が 配置 され て い る。
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図 1

アートフ ァ ク トリーの ダイ ア グ

ラム

※ 出典 ： 新建 築 狐 ［4年 田 月 号

　ホ ワ イ エ は、大 ・中ホール 共に、ス テ ッ プ ホ ワ イ エ と

よばれ る、移動 の 他滞在 も可能な空間が計画 され て い る

（写真 1、2）。 中ホ
ー

ル の 場合、公演前後や幕間におけ

る座 っ て の 滞在や、小規模 の 発 表場 として用 い られ る。

大ホ
ー

ル の 場 合、階段 に沿 っ て 5 箇所小 さな滞在空間 が

あ り 、 植栽 と椅子 3 個 と机 1個で 形成された ソ シ オペ タ

ル な家具配 置の ほ かに、ソ フ ァ が 1、2 個配置 され て い る。

こ の 大 ・中ホ ール の ス テ ッ プ ホ ワ イ エ に 囲まれ た中央に

アー トフ ァ ク トリーが配置 されて い るた め、鑑賞者 と活

動者の 間に 見る見 られる の 関係が発生する。

写 真 1、2　ス テ ッ プ ホ ワイ エ （中ホ
ー

ル 、大ホール ）
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　ア
ー

トフ ァ ク トリ
ー

は大小 22 の 練習室と コ モ ン ス ペ

ース か らなる
一
体的な空間で あ り 、 市民の 多様な文化活

動 に対応す る場 で あ る。 各練習室は、 レ ベ ル の 異なる配

置 とガ ラ ス 張 りの 設 え に よ り、活 動者 の 練習や創作活動

を可視化 して い る。 練習室まわ りの コ モ ン ス ペ ース は、

テ ラ ス 、植栽、 トッ プ ライ トに よ り半屋外化 した空間が

計画 され て お り、公 園 の よ うな一般開放性が 重視 され て

い る （写真 3）。設えは、椅子 4 個 と机 1個で形成 され た

ソ シ オペ タ ル な家具配置で あり、1 グル
ープ 1 テーブル

と い っ た使い 方が 主で ある （写真 4）。椅子 カバ ー
の オ レ

ン ジ ・黄 ・茶の カ ラ
ーバ リエ ー

シ ョ ン 、夜には各 々 にあ

たる ス ポ ッ トライ トが、利用者 の 滞在行動 を際立たせ る．

　　写真 3、4 ア
ートフ ァ ク トリ

ー
　 （全景、家具配置）

3−3．調査方法

　 ヒ ア リン グに よ り、利用者 の 意識調査 を行い 、施設の

満足度や利用者間 の 接触や触発 の 有無 に つ い て 把握する。

ヒ ア リン グ内容につ い て は、表 1の 通 りである。

　また 、 調査 日の 8A28 日 19 ： 30〜 21 ： 00 に か けて、

中ホ
ー

ル にて 「韓国楽器 の た め の 伝統 ・現代音楽 コ ン サ
ー ト亅が行われ て い る。公演前後 の 19 ：00〜19 ：30、 21 ：

00〜22 ：00 に、15分お きの マ ッ ピ ン グに より、練習室ま

わ りの コ モ ン ス ペ ー
ス における利用者 の 多様 な行為内容

の 把握、行為に影響を与え て い る物的要素の抽出を行 う。

また、公演が利用者に与える影 響 として 、ホ ワ イ エ とア

ー
トフ ァ ク トリ

ー
間 の 見る見 られ る の 関係や、相互 の接

触 が見 られた場合 、 場面抽出す る。 調査時間内の 練習室

にお ける活動につ い て 、表 2 に示す 。

　　表 1 ヒ ア リン グ調査内容

ミュ
ー

ジックル
ーム 2

アクティン グル
ー厶

大ア トリエ

対象 ア ンサ ンブル ル ーム 12
トレ

ー
ニ ン グル

ー
ム

ス タジオ ＆ミキシン グ ル ーム甼叩
ス

2009082820 ’00陶22・00
に 　　ピア

1 ン

・
利 用頻 度
・
力

一
テン の開 閉と他者 の視 線 に闘する意臓

ヒアリング項 且
・他の グル ープとの 女流の 有無
・
北上市 文化交流セ ン ターで 活動 して いる理 由
・他の 劇場と併用して い るか

・劇 　利用 全般 に　する自由意見

表 2 ア
ートフ ァ ク トリー活動概要

・　 　 肉

ミュ
ージックル

ー厶 119 ：00−21：00 カル ヲヤ
ー

敏室

19 ：00−20 ：00 学生バ ン ド練習
ミュ
ージックル

ー
ム 220

：00−21 ：00 社会 人バ ンド練 冒

四 ：00−21 ：00 体操教室
ア クティン グルーム

21 ：00−22 ：00 ダンス 教室

20 ：00−21 ：00 ダンス 教室
大ア トリエ

21 ：00−22 ：00 社交ダン ス 練晋

アン サン ブル ル
ー

ム 119 ：00−21 ：00 小・学絞 の 　唱 サ
ー

クル

アン サ ン ブル ル ー厶 219
：00−20 ：00 個 人ドラム練智

20 ：00−22 ：00 個 人ドラム 練習

レッスンル
ー厶 118 ：00−20：00 個人纏督

19 ：00−20 ：00 パ ンド練 習
レッス ン ル ー厶 220

：00−22 ：00 個 人緯 督

小アトリエ 1、217 ：00−22：00 個別 学督塾

ス タジオ ＆ミキシン グ

　 　　ル
ー

厶
12：00−22 ：00 鰡

4．調査結果

4−1．ヒ ア リン グ調査結果

　利用頻度に関 して 、ス タジオ ＆ ミキ シ ン グル
ーム を例

外 と し て
、 最低で も週 1 回は通 っ て お り、

「毎 日 」や 「週

5 回 」 との 回答か らもリピ
ー

タ
ー

が多い とい え る。

　活動者 の 他者 の 視線に関する意識 を表 3 に ま とめる。

練習室 の フ ァ サー ドが ガラ ス 張 りで ある こ とに よ り、視

界が開け て い る こ とに関 し、ほ とん どの 活動グル ープが

「気にな らな い 」 と回答 し た。ダ ン ス やバ ン ド練習をし

て い る者に とっ て、練習 の 先にある発表 を見据え 、 練習

の 段階か ら他者に活動を見せ よ うとい う自発的 なパ フ ォ

ー
マ ン ス が 日常的になされ て お り、それ は ス トリー トパ

フ ォ
ー

マ
ー

と同 じ感覚で ある と考えられ る 。 ただ 厂慣れ

た らオ
ープン なほ うが気持 ちよ い 」 との 回答もあ り、視

線に関する意識 や考え方に は個人 差があ り、劇場利用 へ

の 慣れが影響 して い る とい える 。

一
部の利用者か ら 「熱

心 に練習に励 ん で い る練習室 の 風景をよ く見 か け る」 と

い う活動を見 る側の 意見も得 られ た。

表 3 幌線に 関す る意識調査結果

活動場 翫

　　 レ
ープ

カ
ー

テン
視 線に●する

視鱇に闘する自由章見

暑ユージックル ーム 2

　　　 パン
’
5 閉 気になる 一

　　アクテイン グル
ーム

Hi　 H　　
リ
ス

開 氤にな ら穆 い
縣幌の 生僮に興昧査もってもらえ

　　　　 1　 い

大7 トリエ

ン ス　 人 　　 　 2
隔 気 にな らねい

カ
ー

テンも騨 も翻けて．スベースを

　 　　たい

アン サンツル ル
ー

厶 1

小 呻 学後 舎唱サ→ ル
開 気にな らない

線冒中 ほ とんど襖線は 気にならな
い ようだが ．た塞に気が 敵 っ て いる

場台．カーテン を閉めることもあ

アン サンヲル ル
ーム 2レ

ム　　　　　 1
開 気 にな らない

自己顕示欲が強い ．鰥冒中と皀ど

トレ
ー

ニ ングル
ー

ム

タンス 儷人 繊冒（瞳 ）
開 気にならない

タン サーなので 、視 線壱気にする

の ではなく、人に 晃せ ようとい う鴛

　 　　　 1　　　　
鹽
　 い

ス タジ才 ＆ ミキシンヴル
ー厶

　 レ コ
ー

デ
覧
　 3

醐 気 にな らない
人に 見てもらうために活動している
の 　　

1
　　 て　　い

子 ッキ

　 10
一 気 にな らない 酒 助を見てください ．

デッキ
人 重

｝ 気 1コぼらない 一
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　他の グル
ープ との 交流に関して、「イベ ン トを通して の

交流が ある」や 「共に活動 した い 者 と出会 う機会があ る」

との 回答が 、一部 の ダン サ
ー

によ り得 られ た。

　劇場利用全般に対する 自由意見 で は、「劇場 ス タ ッ フ が

親切 で ある 」 とい う劇場 ス タ ッ フ と利用者間 の 接触や 、

高校生 の利用者に とっ て 「多くの 出会い の場で あ る」 と

い う劇場で の 接触 の 多さを確認す る意見が得 ら れ た 。

　以上 の ヒ ア リ ン グ に よ り 、 活動を見せ る側の 心理や、

見る側 の 利用者が い る こ と、特に高校生や ダ ン サーに と

っ て他者 との接触が多い こ とが分か っ た。

4−2．マ ッ ピ ン グ調 査結果

　 コ モ ン ス ペ ー
ス にお い て 見 られ た利用者 の 行為内容は、

挨拶 ・会話 ・携帯電話使用 ・ゲ
ー

ム 機使用 ・自主学習 ・

ミ
ー

テ ィ ン グ ・楽器練習 ・手芸 ・巡回 ・読書 ・睡眠 で あ

る 。 利用者の行動特性に つ い て 以下に ま とめ る。

  教師や親に よる見守 り行為

高校教師の 1、2 階の 巡回、活動中の小 ・中学生 の 親の 会

話行為に よる待機が見 られ た
。 見守 りは、ガ ラ ス 面越 し

に数分活動 状況 を確認す るもの で あ り、活動グル
ー

プ 自

体は活動に集 中して い る。 図 1の よ うに、親同士 の 滞在

の す ぐそばで 、高校生が楽器練習や ミーテ ィ ン グ に よ る

滞在 をして お り、年齢層 とは無関係 に、コ モ ン ス ペ ー
ス

の 場所選択が なされ て い る こ とが分か る。

蠡 ズ
目

  練習室外 の 活動

練習室 を利用 しな い が 、
コ モ ン ス ペ ー

ス を利用す るグル

ー
プが多数存在 した 。 ミ

ー
テ ィ ン グ等会話行為 を多く交

え なが らの 練習に よ り、密 な コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン をと っ

て い る 。 1 グル ープが 4 名以上 の 場合、手す りや 壁 に も

たれて 、デ ッ キに座 っ て とい っ た 、様 々 な姿勢で の滞在

行為が見 られ た。ま た、調査 時は 市内の 高校の 文化祭準

備期間で あ り、催 し物の ミ
ーテ ィ ン グをする学生 を多 く

確認 し た。準備期間内は 、下校後毎日劇場に訪れる こ と

が 習慣 となっ てお り、劇場を活動拠点 と し て い る。

蚕瞳

グ ニ ー
”t’　 小．

Ptピアノ禽■

　 亠

　　　図 2 ア ン サ ン ブル ル
ー

ム 1 まわ りの 利用状況

  自主勉強 ス ペ ー
ス の確保

1グル
ープ 1テ

ーブル とい っ た使い方が され、数名の 高

校生グル
ープ、社会人を確認 した。図 3 の よ うに 、 ロ ー

ル ブ ライ ン ドや壁 に よ り視界 の 正 面 が 閉じ ら れ た 座席を

選択 しやす い 傾向にあ り、荷物等で の 場所 と りも見 られ 、

各 自がよ り集中 で き る学習ゾー
ン を形成 して い る。
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図 3 小 ア トリエ 1まわ りの 利用状況

　　 　　　 　 写 真 5、6　 ミーテ ィ ン グ風 景

  　出演者 と劇場利用者 の 交流

出演者 の 、中ホ
ー

ル ス テ ッ プホ ワ イ エ か ら 1階アー
トフ

ァ ク トリー
、

ロ ビー
へ とい っ た移動 が 見られ 、 そ の 際 自

主勉強中の 高校生 との 会話に よる接触が見 られ た、出演

者 との 交流 をき っ かけに、そ の 後 高校生 らは公 演を鑑賞

してお り、芸術の接触 へ とつ なが っ て い る。

l　 i
　 モ　　　　　　　　　　く

ゴ「 轡 一．∵
出欝 と。蛾 二／ ．

  壼忍　　　　　 ド　　　

丐 。

　　 　　 　 図 4 ア トリエ テ ラ ス の 利用状況

  練習室 ス ペ ース を超え て の 活動

練習室 の ス ペ ース だけ で な く、扉や カーテ ン を開け、練

習室 と接 し て い る テ ラ ス も利用 し て の 祉 交ダン ス 練習が

見 られ た。こ れに は、ス ペ ース を最大限確保 しよ うとい

う意図があるが、他者の 目を引く練習風景とな る。

図 5 大ア トリエ ま わ りの 利用状況
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5． ま とめ

　利 用者に とっ て の 場 の 特性を以下 にあげる。第一
に練

習室の ガラ ス の フ ァ サ
ー

ドによ り、常に練習室 とコ モ ン

ス ペ ー
ス 問で見る見 られ るの 関係がある こ とだ。 ヒ ア リ

ン グに よ っ て、練習段 階か ら活動者は他者に見せ よ うと

い う意識 の も と活動 して い る こ とが分 か っ た 。 特 にダン

サーに とっ て、活動 の 可視化は 、 新たな活動メ ン バ ーと

の 接触や ダ ン ス 技術に 対する触発に つ なが りや すい と考

え られ る 。 第二 に アー トフ ァ ク トリ
ー

がホ ワ イ エ と接 し

て い る こ とに よ り、公 演時双方に 見る見られ る の 関係が

ある こ とだ 。 活動の 可視化に よ り、人そ の もの や活動に

目をひ かれ、時に貴重な人物や芸術との 接触に つ ながる

可能性 が ある （写真 7）。 第三に 、 手す りやテ ラ ス
、 ガラ

ス 面等 の 建築的要 素の 充実があげられ る。座 り込みやも

たれ なが らの 姿勢に よっ て 、 会話行為や活動を眺 める行

為を誘発 し 、 キーパ ーソ ン を囲む ヒ ト拠点 の 滞在 も見ら

れ た 。 第四に、家具や ロ ール ブ ライ ン ド等の 付属的要素

の 充実があげられ る。グル
ープ ごとの 領域を形成 しやす

く、モ ノ拠点、家具を利用 して の 滞在がほ とん どであっ

た。以 上 より、物的要素の 充実、特にガ ラス 面 の 多用 は

利用者に与え る影 響が 大 きい と言える 。

　アー
トフ ァ ク トリ

ー
の 利用者 に関 して、調査期 間は学

生、特に高校生が多か っ た。学生 に とっ て、ア
ー

トフ ァ

ク トリ
ー

は学校や家以外の 、文化活動や学習の 場で あり、

何 より学生 同士 の 新たな接触 ・触発の 場で ある 。 次に 、

学生 の 活動 を見守る親や教師が い る。見守 りに よる滞在

が、親同士 の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 場 ともなっ て い る。

さらに 、 社会人の 利用者が い る。彼 らに とっ て も、学生

と同様に文化活動の 場や学習の 場で あり、昼ん な学生の

文 化活 動に接触、触発 され る 。 こ の よ うに 、 活動 内容や

年齢層の 異なるグル
ー

プが混在 してお り、相互 に影響を

受けて い ると考え られ る 。

　 調査に より、劇 場が文化活動を核 とした市民に とっ て

の サ
ー

ドプ レ
ー

ス とな りうる こ とが分か っ た 。 しか し、

ア ー トフ ァ ク トリー
は、各々 の サ

ー
ドプ レ

ー
ス だけ で な

く、上演に至 るまで の プ ロ セ ス を見せ る場 で もあ る。 今

後の展開とし て 、現在の 日常的なアマ チ ュ アに よる活動

が、地域に根付き地域に拡が っ て い き、地域独 自の 創造

活動が生まれる こ とが期待 され る。

写真 7 小 澤征爾氏 との 交流

新 日本 フ ィル ハ ー
モ ニ ー

北上 公演 時、
他 の練 習室 の 活 動 に 輿味 を 示 され 、指

導され る様子

出 典 ：株式会杜久米設計

6． 今後の課題

　今回、対 象施設 の ホ ワ イ エ の 利用実態につ い て 十分に

把握で きて い ない 。 対象施設は物的要素の 充実 したホ ワ

イ エ で あるた め 、公 演時多様 な行為が見 られ る と考え ら

れ る。ホ ワイ エ は、公演前後や幕間は魅力的な社交 の 場、

公 演時以外 は文化 活動 の 場 と して の 機能が求 め られ るた

め、両側 面か らの 計画が必 要 で ある 。 前稿で は 、客席数

2  席程度 の 5劇場を対象に 、 公演時の ホ ワ イ エ に お け

る鑑賞者の 滞在行動 に着 目し、行為内容 と、行為 と関係

す る場の 特性に 関する考察を行 っ た。今後の 課題 と し て

は、日本の劇場にお ける物的要素の 充実 した ホ ワ イ エ や、

サービ ス やア メ ニ テ ィ の 充実し た海外 の 劇場 におけ る ホ

ワ イ エ で 、 幕間や 公演前後 、 鑑 賞者が楽 しむ ため の 仕掛

け へ の 知見を得る こ とで あ る。次 に、公演時 以外ホ ワ イ

エ を有効活 用す るた め、利用 実態 を把握 し管理運営を見

直すこ とで ある。 また、対象施設は、創造活動を通 して

地域 との 関わ りを形成する劇場の
一

事例で あ り、そ うし

た創造活 動が行 え る練習室 を充 実させ た他 の 劇場 の 利 用

実態を知 り、比較する必要が ある。

鰰

本研 究の 調 査 に ご協力頂 きま した、久米設計 の 野 口秀世氏、見玉 謙
一

郎氏、北 上市文 化交流 セ ン タ
ー

の 千 田敬 氏、野 坂ゆ き え 氏 を は じめ劇

場ス タ ッ フ の皆様、サ イモ ン・ハ ッ チ ン ソ ン氏 をは じめ 出演者 の皆様、
劇 場利用者 の 皆様に、こ の 場をお 借 りして 深 く御礼 申し上 げま す。

注

注 1）「パ ブ リッ クシ ア ター亅 とい う用瓶 は、清水の 著作本 （文 6．7）の

　　 中 で 使用 され、「舞 台芸術 を とお して公 共圏の 形 成を 目標 とす

　 　 る」 次世代 の 公 立 文 化施設 の こ と を示 す。舞 台芸術 とい う芸術

　　 行為を通 して 人 々 が地域 との 関わ りを考える場 で ある と定義 さ

　　 れ て お り、本稿 で もこ の 定義 を使 用する。

注 2）本稿にお ける、コ モ ン ス ペ ース は、ロ ビ ーお よび練習室まわ りの

　 　 フ リ
ース ペ ース と定義す る。

参考 文 献

1）小川 利和 ， 勝又 英明 ： 「劇場 ・ホー
ル の ロ ビ

ー・ホ ワイ エ におけ

　 る 公 演時以外の 利用に 関す る調査研究 」 日本建築 学会計画系論文

　 集 　　（539），
127−131

，
0101

2）浦部 智義 t 篠 木 正 義 ：「劇場 。ホール の 施設利 用 に 関す る研 究 ：

　
一

般開放性を重視 した劇場 ・ホール の 利用者空間 に関す る研 究（そ

　 の 1｝」 学術講演梗集 ，
1ア9−1eo　

，
0807

3）篠木 正 義 ， 浦部 智義 ： 「施設利 用者の 劇場 ・ホール に対す る印 象

　 評 価に 関す る研究 ：
一般開放性 を重視 した劇場 ・

ホ
ール の 利用 者

　 空間に 関する研 究（その 2）1 学術講演梗概 ，
181 −182　，oeo7

4）佐藤 慎也、本杉省三 ： 「地域文化団体 の 創造活動 に お ける公 共ホ
ー

　 ル の 利用に 関す る研 究 ：長岡 リ リ ッ クホ
ール を 事例 と して ∫ 口本 建

　 築 学会 計画系論文（593），65−72，0507
5）木下 誠一

， 池谷 辰 仁 ，今井 正 次 ： 「中高生 の 「居 場 所 亅 の 成 立

　 条件 に 関する研 究 ：三 重県に お ける居場所づ く り事例の 分析 を通

　 して 」 日本建 築学会 計画 系論 文 集　 73（623），39・46　，OSOI
6）清水裕之 ：「21世紀の 地域劇場 　パ ブ リッ ク シ ア タ

ーの 理 念、空 間、
　 組織、運 営への 提 案亅 鹿島出 版社 9907
7）清 水裕之編著 ： 「わた し たちと劇場 亅 芸団協出版祉 9307

一368一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


